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第221号　2025/1
2おおいそ議会だより

補
正
予
算

陳
情
・
意
見
書

議
会
活
動

一
般
質
問

賛
否
結
果

議
会
報
告
会

議
案
審
議

大
磯
町
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の

　

提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

賛
成
多
数
で
可
決

議 案 第第
6767
号号

　
健
康
保
険
証
が
原
則
廃
止
と
な
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

一
体
化
さ
れ
る
た
め
、
令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
は
健
康
保
険

証
が
新
た
に
発
行
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
っ
て
、
個
人
番
号
利
用
事
務
で
あ
る
医
療
費
助
成

事
務
に
お
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
窓
口
に
お
け
る
申
請
負
担

の
軽
減
、
ま
た
、
職
員
の
効
率
的
か
つ
迅
速
な
事
務
処
理
を
図

る
た
め
、
庁
内
連
携
に
よ
り
医
療
保
険
給
付
関
係
情
報
を
取
得

す
る
こ
と
を
目
的
に
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
�　

個
人
情
報
が
共
有
さ
れ

る
こ
と
に
懸
念
。

　

�　
基
本
は
他
人
に
見
せ
な

い
こ
と
。
子
ど
も
・
障
が

い
者
の
保
護
者
の
認
識
が

大
事
。

　

�　
カ
ー
ド
所
有
の
有
無
で

手
続
き
が
変
わ
る
の
か
。

　

�　
手
続
き
は
必
要
で
添
付

書
類
の
省
略
が
可
能
。

　

�　
職
員
の
負
担
は
。

　

�　
職
員
は
カ
ー
ド
の
交
付

事
務
な
ど
の
業
務
が
発
生

す
る
が
、
申
請
者
含
め
負

担
軽
減
に
な
る
。

問答問答問答

　

�　
庁
内
連
携
に
よ
り
窓
口

に
お
け
る
申
請
等
で
必
要

な
く
な
る
も
の
は
。

　

�　
医
療
費
助
成
の
手
続
き

な
ど
に
お
い
て
健
康
保
険

証
の
提
示
や
所
得
証
明
書

等
の
提
出
が
不
要
に
な
る
。

　
�　

情
報
漏
え
い
の
リ
ス
ク�

は
。

　

�　
情
報
シ
ス
テ
ム
連
携
で

対
応
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は

無
い
。

問答問答

討��

論

【
鈴
木
京
子
議
員
】

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　
医
療
費
な
ど
集
約
さ
れ
れ

ば
、
個
人
情
報
を
一
元
管
理

す
る
９
種
類
の
保
険
証
が
存

在
し
、
リ
ス
ク
も
増
え
て
い

く
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

賛�

成

【
石
川
則
男
議
員
】

【
石
川
則
男
議
員
】

　
心
配
な
面
も
あ
る
が
、
ス

タ
ー
ト
し
た
中
で
問
題
点
を

ど
う
解
消
し
て
い
く
の
か
、

踏
み
切
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
た
め
賛
成
す
る
。

反�

対

【
鈴
木
た
ま
よ
議
員
】

【
鈴
木
た
ま
よ
議
員
】

　
懸
念
材
料
も
多
い
が
、
所

有
の
選
択
に
個
人
の
自
由
も

あ
り
、
利
便
性
を
感
じ
る
町

民
も
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
す

る
。

12月定例会
　12月定例会は、11月28日から12月12日までの15日間の会期で開きました。
　本会議初日は、専決処分５件、条例改正６件、人事案件１件、補正予算５件を審議しました。
このうち、「大磯町部設置条例の一部を改正する条例」は賛成少数で否決し、その他は原案ど
おり可決しました。
　また、最終日には損害賠償の額を定めることについて１件を可決、３件の意見書案は否決し
ました。
　一般質問では、13人の議員が町長や教育長に行政事務についてただしました。



第221号　2025/1
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補
正
予
算

陳
情
・
意
見
書

議
会
活
動

一
般
質
問

賛
否
結
果

議
会
報
告
会

議
案
審
議

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て�

全
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

議 案 第第
6161
号号

損
害
賠
償

　

�　
総
選
挙
及
び
国
民
審
査

事
業
の
通
信
運
搬
費
の
内

訳
は
。

　

�　
総
額
と
し
て
１
４
９
万

８
千
円
を
計
上
し
て
い
る
。

内
訳
は
、
ほ
ぼ
入
場
券
の

郵
送
料
で
１
万
６
千
通
、

１
３
６
万
円
ほ
ど
計
上
し

て
い
る
。

問答

　

�　
今
回
の
倒
木
は
、
東
海

道
の
松
並
木
敷
の
工
事
範

囲
と
な
っ
て
い
た
と
思
う

が
。

　

�　
範
囲
で
は
な
い
。
町
道

大
磯
高
麗
１
号
線
は
、
年

間
を
通
し
て
樹
木
管
理
し

て
い
る
が
発
見
で
き
ず
、

事
故
に
つ
な
が
っ
た
。

問答

　

�　
倒
木
は
ど
の
よ
う
な
状

況
で
発
生
し
た
の
か
。

　

�　
樹
木
医
に
現
地
調
査
を

依
頼
し
た
。
根
が
非
常
に

少
な
く
、
一
部
腐
っ
て
倒

木
に
至
っ
た
と
い
う
診
断

結
果
で
あ
っ
た
。

　

�　
町
が
契
約
し
て
い
る
保

険
会
社
の
次
の
年
度
の
掛

金
に
つ
い
て
は
何
か
影
響

が
出
る
か
。

　

�　
全
国
町
村
会
総
合
賠
償

保
険
は
、
全
国
町
村
会
が

窓
口
に
な
り
、
住
民
基
本

台
帳
の
人
口
が
基
に
な
る

た
め
、
影
響
は
な
い
。

問答問答

　

�　
養
生
の
た
め
に
鉄
板
を

設
置
し
た
こ
と
は
過
去
に

も
あ
っ
た
の
か
。

　

�　
過
去
に
も
あ
っ
た
。

　

�　
今
回
も
注
意
を
す
る
な

か
で
、
事
故
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

今
後
も
何
ら
か
の
対
応
が

必
要
か
と
思
う
が
。

　

�　
今
後
も
同
様
の
ケ
ー
ス

で
は
、
鉄
板
で
養
生
さ
せ

て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い

る
。
よ
り
強
固
な
形
で
対

応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問答問答

　

�　
非
常
に
狭
い
私
道
に
、

大
き
な
車
を
使
用
し
て
の

作
業
は
必
要
だ
っ
た
の
か
。

　

�　
町
有
地
の
草
刈
り
作
業

で
、
ど
う
し
て
も
作
業
上

必
要
だ
っ
た
。

　

�　
フ
ェ
ン
ス
の
修
繕
が
、

事
故
発
生
か
ら
す
ご
く
時

間
が
か
か
っ
て
い
る
が
。

　

�　
事
務
手
続
に
時
間
が
か

か
っ
た
こ
と
と
、
私
道
の

共
有
者
が
８
名
お
り
、
事

故
の
状
況
と
、
修
理
の
了

解
と
を
い
た
だ
く
中
で
修

理
を
行
っ
た
た
め
時
間
が

か
か
っ
た
。

問答問答

補
正
額

�

１
９
２
５
万
１
千
円

補
正
後
の
総
額

�

123
億
９
７
６
４
万
７
千
円

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
予
算
措
置
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
、
地
方
自
治

法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
専
決
処
分
し
た
こ

と
に
つ
い
て
議
会
の
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　
令
和
６
年
６
月
、
７
月
、

９
月
に
発
生
し
た
物
損
事
故

に
伴
い
、
早
急
な
賠
償
を
実

施
す
る
た
め
専
決
処
分
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
承

認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
�　

期
日
前
投
票
の
立
会
い

な
ど
で
管
理
職
が
何
人
執

行
に
就
い
た
か
。

　

�　
延
べ
50
人
で
あ
る
。

　

�　
衆
議
院
選
挙
が
急
だ
っ

た
た
め
、
選
挙
公
報
が
届

く
の
が
相
当
遅
か
っ
た�

が
。

　

�　
公
職
選
挙
法
上
は
、
選

挙
期
日
の
２
日
前
ま
で
に

配
布
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は
神
奈
川
県
で
作
成

し
た
が
、
期
日
４
日
前
の

10
月
23
日
に
配
布
さ
れ
た
。

　

�　
投
票
用
紙
の
自
動
交
付

機
の
台
数
は
。

　

�　
８
台
を
予
算
に
計
上
し

て
い
る
。
そ
の
他
に
、
最

高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民

審
査
の
投
票
用
紙
の
読
取

機
１
台
、
投
票
用
紙
の
枚

数
を
数
え
る
計
数
機
４
台

を
計
上
し
て
い
る
。

問答問答問答

〜

議 案 第第
6262
号号

議 案 第第
6565
号号

倒木による倒木による
物損事故物損事故
７月９日７月９日

損害額損害額
16万5,000円16万5,000円

養生鉄板による物損事故　９月30日養生鉄板による物損事故　９月30日

損害額  ４万5,760円損害額  ４万5,760円

運転ミスによる物損事故　７月２日運転ミスによる物損事故　７月２日

損害額  ８万8,000円損害額  ８万8,000円

倒木による物損事故　６月21日倒木による物損事故　６月21日

損害額  23万4,140円損害額  23万4,140円
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補
正
予
算

陳
情
・
意
見
書

議
会
活
動

一
般
質
問

賛
否
結
果

議
会
報
告
会

議
案
審
議大

磯
町
部
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

賛
成
少
数
で
否
決

議 案 第第
6666
号号

　

�　
今
年
度
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
か
ら

行
っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
。

　

�　
子
育
て
世
帯
に
寄
り

添
っ
た
形
で
相
談
を
受
け
、

支
援
を
行
っ
た
。

　

�　
形
を
変
え
る
こ
と
で
、

き
め
細
か
な
支
援
が
で
き

る
理
由
は
。

　

�　
１
課
３
係
が
２
課
４
係

に
な
る
こ
と
で
、
深
く
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

�　
人
数
は
増
え
る
の
か
。

　

�　
１
課
３
係
か
ら
２
課
４

係
に
増
え
る
の
で
、
課
長
、

係
長
が
１
人
ず
つ
増
え
る
。

そ
の
他
、
青
少
年
関
係
の

事
務
の
人
員
が
増
え
る
。

　

�　
職
員
全
体
の
２
６
０
人
、

は
増
や
す
予
定
か
。

　

�　
増
え
る
可
能
性
は
十
分

あ
る
。

　

�　
参
事
職
だ
け
で
な
く
課

長
、
係
長
が
増
え
る
こ
と

で
、
業
務
を
担
う
若
手
職

員
の
人
数
が
少
な
く
な
り

問答問答問答問答問

若
手
職
員
の
負
担
が
生
じ

な
い
か
。

　

�　
総
務
課
と
も
話
し
た
中

で
若
手
・
中
堅
職
員
に
負

担
が
か
か
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
再
度
調
整
協
議

し
て
い
く
。

　

�　
子
育
て
相
談
は
セ
ン
シ

テ
ィ
ブ
な
相
談
内
容
や
守

秘
義
務
が
あ
る
が
、
相
談

ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る

の
か
。

　

�　
相
談
に
配
慮
す
る
形
で

配
置
を
考
え
て
い
く
。

　

�　
青
少
年
関
連
を
町
部
局

に
移
行
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

　

�

「
こ
ど
も
」
と
い
う
定

義
の
中
に
青
少
年
も
含
め

て
、
こ
ど
も
部
の
方
で
一

貫
し
て
対
応
し
て
い
く
こ

と
で
、
相
談
体
制
の
充
実

が
図
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

�　
こ
ど
も
政
策
係
、
若
者

育
成
係
は
ど
ん
な
業
務
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。
児

童
虐
待
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア

答問答問答問

ラ
ー
、
引
き
こ
も
り
、
困

難
を
抱
え
る
若
者
た
ち
は

ど
こ
が
担
当
す
る
の
か
。

　

�　
こ
ど
も
政
策
係
は
子
ど

も
に
関
す
る
計
画
、
児
童

手
当
な
ど
の
経
済
的
支
援
、

子
ど
も
医
療
証
な
ど
の
内

容
で
あ
る
。
若
者
育
成
係

は
青
少
年
の
健
全
育
成
、

放
課
後
児
童
対
策
な
ど
の

内
容
で
あ
る
。
こ
ど
も
家

庭
係
で
検
診
、
発
達
支
援
、

虐
待
な
ど
を
担
当
す
る
。

　

�　
場
所
は
ど
の
辺
り
を
想

定
し
て
い
る
か
。

　

�　
こ
ど
も
部
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
子
育
て
支
援
課
が

あ
る
場
所
に
配
置
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　

�　
何
故
こ
ど
も
部
の
組
織

図
を
出
さ
な
い
の
か
。

　

�　
条
例
の
改
正
に
特
化
し

た
形
で
提
案
し
て
い
る
た

め
配
置
図
等
は
載
せ
て
い

な
い
。

答問答問答

　

�　
福
祉
や
障
害
施
策
の
担

当
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

　

�　
子
ど
も
に
関
す
る
福
祉
、

障
害
福
祉
は
今
ま
で
通
り

福
祉
課
の
担
当
で
あ
る
。

　

�　
青
少
年
指
導
員
の
方
々

の
意
見
は
聞
い
た
か
。

　

�　
賛
同
意
見
で
あ
っ
た
。

　

�　
職
員
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

�　
正
規
職
員
は
２
７
３
名

で
あ
る
。
幹
部
職
員
が
75

名
、
係
長
・
主
査
ク
ラ
ス

が
45
名
、
そ
れ
以
下
の
職

員
が
１
５
３
名
で
あ
る
。

　

�　
教
育
委
員
会
か
ら
移
管

さ
れ
る
業
務
内
容
は
。

　

�　
青
少
年
指
導
員
に
関
す

る
業
務
、
成
人
式
開
催
に

関
す
る
業
務
、
子
ど
も
・

若
者
の
育
成
に
関
す
る
こ

と
、
青
少
年
の
相
談
に
関

す
る
こ
と
の
４
点
。

問答問答問答問答

　
子
育
て
世
代
の
転
入
を
促
す
た
め
に
は
、
安
心
し
て
子
育
て

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
急
務
で
あ
り
、
支
援
施
策
を
充
実
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
組
織
の
一
部
を
見
直
す
こ
と
で
、
最
大
の
効
果

を
発
揮
す
る
た
め
、
「
大
磯
町
部
設
置
条
例
」
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

改
正
内
容

「
こ
ど
も
部
」
の
新
設
に
伴
う
町
民
福
祉
部
の
再
編

　
妊
娠
期
か
ら
青
年
期
ま
で
の
切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
な
ど

す
べ
て
の
こ
ど
も
と
、
子
育
て
家
庭
へ
の
一
体
的
な
支
援
施
策

を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
令
和
６
年
度
に
子
育
て
支
援

課
に
設
置
し
た
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
取
組
み
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
令
和
７
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
「
大
磯
町
こ
ど
も
計
画
」
の

取
組
み
を
推
進
す
る
体
制
構
築
の
た
め
、
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
所
管
の
「
青
少
年
関
連
事
務
」
を
町
民
福
祉
部
子
育
て
支

援
課
に
移
行
し
、「
こ
ど
も
部
」
を
新
設
す
る
。

　
こ
ど
も
部
の
事
務
分
掌
：

　
　
⑴
子
育
て
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
⑵
青
少
年
健
全
育
成
に
関
す
る
こ
と
。

施
行
日

　
令
和
７
年
４
月
１
日
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【
石
川
則
男
議
員
】

【
石
川
則
男
議
員
】

　
こ
の
条
例
に
は
こ
ど
も
部

の
組
織
図
も
つ
い
て
い
な
い
。

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に

は
こ
う
い
う
問
題
が
あ
る
か

ら
変
え
る
必
要
が
あ
る
」
な

ど
、
こ
の
条
例
に
対
し
て
は

し
っ
か
り
議
論
し
た
上
で
、

再
度
提
出
さ
れ
る
べ
き
と
思

う
。

【
竹
内
恵
美
子
議
員
】

【
竹
内
恵
美
子
議
員
】

　
今
回
の
組
織
見
直
し
を
行

う
こ
と
で
、
よ
り
一
層
分
か

り
に
く
い
執
行
体
制
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。
組
織
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
や
配
置
な
ど
も

考
え
な
い
こ
と
は
、
一
生
懸

命
が
ん
ば
っ
て
い
る
若
い
職

員
に
し
わ
寄
せ
が
生
ま
れ
、

さ
ら
な
る
若
手
職
員
の
離
職

に
、
拍
車
が
か
か
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
。

【
鈴
木
た
ま
よ
議
員
】

【
鈴
木
た
ま
よ
議
員
】

　
も
う
少
し
時
間
を
か
け
て

反�

対

問
題
点
を
洗
い
だ
し
て
説
明

す
べ
き
と
思
う
。

　
入
れ
物
だ
け
で
な
く
し
っ

か
り
中
身
が
充
実
し
た
も
の

に
す
る
た
め
に
も
、
熟
議
と

い
う
も
の
が
必
要
と
思
う
。

中
身
そ
し
て
組
織
の
在
り
方

と
い
う
も
の
を
も
う
一
度
考

え
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
鈴
木
京
子
議
員
】

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　
事
務
分
掌
を
見
る
と
町
民

に
納
得
い
た
だ
く
だ
け
の
提

案
や
答
弁
を
も
ら
え
な
か
っ

た
。
組
織
全
体
の
こ
と
、
特

に
職
員
の
質
と
量
の
確
保
が

出
来
る
か
見
え
な
か
っ
た
こ

と
は
残
念
で
あ
る
。

【
お
か
み
ゆ
き
議
員
】

【
お
か
み
ゆ
き
議
員
】

　
行
政
窓
口
は
身
近
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
で

あ
る
。
現
状
で
は
人
手
が
不

足
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。
町
民
の
方
々
に
向

い
た
改
正
で
あ
れ
ば
、
現
場

で
働
く
職
員
な
ど
の
負
担
軽

減
に
向
け
た
取
組
み
が
必
要

だ
が
、
現
状
は
不
十
分
で
あ

る
。

賛�

成

【
庄
子
幸
太
議
員
】

【
庄
子
幸
太
議
員
】

　
こ
ど
も
部
を
作
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
職
員
数
を
確
保
し

て
い
く
予
算
づ
け
も
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
後

行
わ
れ
る
町
民
と
の
膝
を
交

え
た
議
論
に
期
待
し
て
い
る
。

【
亀
倉
弘
美
議
員
】

【
亀
倉
弘
美
議
員
】

　
「
大
磯
町
こ
ど
も
計
画
」

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在

の
子
育
て
支
援
課
１
本
で
子

ど
も
の
政
策
的
な
こ
と
か
ら
、

幼
稚
園
、
保
育
園
、
こ
ど
も

園
の
現
場
、
そ
し
て
母
子
保

健
ま
で
扱
っ
て
い
る
状
態
が

２
課
２
係
に
編
成
さ
れ
る
こ

と
で
、
子
ど
も
課
題
へ
の
対

応
体
制
と
し
て
は
組
織
だ
っ

た
も
の
に
な
る
と
期
待
す
る
。

「大磯町こども計画」ってなぁに？「大磯町こども計画」ってなぁに？
「こどもまんなか社会」の実現に向けて、令和５年４月に「こども家庭庁」が発足し、「こども基本法」
が施行されました。このもとで各自治体が、地域の状況に応じた「こども計画」を策定します。

こども家庭庁

こども基本法

こども大綱

「こども」って何歳まで？
「18歳」「20歳」など特定の年齢で支援が途切れないように
「こども」の定義が見直されました。
「おおむね39歳までの心身の発達過程にある者」がこども
と定義されました。

・こども基本法のもとに「こども大綱」を策定
・これまで別々に進めてきた３つの取組みを一元化
・国のこども大綱をもとに各自治体が「こども計画」を策定

国では…
国では…

・�こどもの意見を取り入れるためニーズ
調査、こども・若者・子育て当事者の”
声”を聴取
・パブリックコメント実施
・現在、福祉文教常任委員会で協議中

町では…
町では…

国のこども大綱を参考にこども計画（かながわ子
ども・若者みらい計画（仮））を策定中

県では…
県では…

子ども･若者
育成支援推進

少子化
対策

子どもの
貧困対策

令和６年度中に完成予定

神奈川県こども計画

大磯町こども計画
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議 案 第第
7373
号号

議 案 第第
7777
号号

〜 補正予算
　一般会計は歳入歳出予算総額に１億4,185万円を追加、国民健康保険事業特別会計は歳入歳出予算総額から
68万円を減額、後期高齢者医療特別会計は歳入歳出予算総額から40万円を減額、介護保険事業特別会計は歳入
歳出予算総額に843万円を追加、下水道事業会計は収益的収入と支出に117万円を追加、資本的収入と支出から
544万円を減額する補正予算が提出され、全会一致で可決しました。

一般会計（第５号）の主な内容

歳　　入

民生費国庫補助金（認知症高齢者グループ
ホームへの防災改修費支援に係る国庫補助
金）

773万円

財政調整基金繰入金 1億3,400万円

歳　　出

職員給与
（人事院勧告に伴う給与改正等） 1億3,546万円

財政管理運営事務事業（ふるさと納税に係
る特産品、手数料等） 988万円

老人福祉施設整備事業（認知症高齢者グ
ループホームへの防災改修支援交付金） 773万円

公園運営事務事業
（高麗山緑地樹木健全度調査委託料） 153万円

学校運営事業（会計年度任用職員報酬等） △2,245万円

� 金額は、１万円未満を四捨五入

令和６年度各会計補正予算

会計別 歳入歳出予算

一般会計 125億3,949万円
（1億4,185万円を追加）

国民健康保険事業
特別会計

32億6,640万円
（68万円を減額）

後期高齢者医療
特別会計

12億5,401万円
（40万円を減額）

介護保険事業
特別会計

31億8,803万円
（843万円を追加）

下水道事業会計

収益的収入と支出
収入　10億2,144万円
支出　 9億7,093万円

（117万円を追加）

資本的収入と支出
収入　 9億6,582万円
支出　13億3,787万円

（544万円を減額）

　
財
源
調
整
に
よ
る
繰
入
金
の
増
で
す
。

　
申
請
件
数
の
増
に
伴
う
住
宅
用
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
導
入
費
補
助
金
の
増
で
す
。

　

�　
繰
入
れ
後
の
残
高
は
。

　

�　
約
10
億
４
千
万
円
。

　

�　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人

件
費
の
増
額
に
対
し
て
交

付
税
措
置
が
さ
れ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
決
算
時
に
町

に
入
る
と
い
う
理
解
で
よ

い
か
。

問答問
　

�　
増
加
し
た
申
請
と
は
。

　

�　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

は
、
11
月
ま
で
に
申
請
が

当
初
見
込
み
15
件
に
達
し

た
た
め
、
上
限
額
５
万
２

千
円
×
２
件
分
を
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ

ム
は
同
11
件
に
達
し
、
上

限
額
５
万
円
×
５
件
分
を
、

電
気
自
動
車
充
給
電
器
は

問答

　

�　
今
回
の
人
事
院
勧
告
に

対
す
る
措
置
は
、
令
和
７

年
度
末
に
は
調
整
さ
れ
ず
、

１
年
ズ
レ
て
入
っ
て
く
る

形
に
な
る
た
め
、
１
年
間

は
補
填
が
な
い
。

答
同
３
件
に
達
し
、
上
限
額

５
万
円
×
４
件
分
を
増
額

補
正
し
た
。

　

�　
そ
の
原
因
は
。

　

�　
家
庭
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
低
減
化
、
脱
炭
素

等
環
境
意
識
の
高
ま
り
、

激
甚
化
す
る
災
害
へ
の
備

え
等
が
考
え
ら
れ
る
。

問答

増増増

　
　

�

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

�

１
億
３
４
０
０
万
円

歳 入

増増増

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
推
進
事
業

�

55
万
円
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高
麗
山
（
大
磯
字
王
城
山
）
緑
地
樹
木
健
全
度
調
査
に
係

る
委
託
料
で
す
。

　
事
業
費
に
係
る
全
額
を
国
か
ら
の
補
助
金
で
賄
い
、
認
知

症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
Ｇ
Ｈ
）
へ
の
防
災
改
修
費
支

援
を
行
う
も
の
で
す
。

　
任
用
実
績
に
よ
る
支
出
見
込
み
減
に
伴
う
会
計
年
度
任
用

職
員
報
酬
等
の
減
で
す
。

　
令
和
７
年
度
中
の
工
期
完
了
の
た
め
、
早
期
発
注
を
行
う

た
め
の
債
務
負
担
行
為
の
設
定
で
す
。

　

�　
議
案
第
65
号
の
専
決
処

分
を
受
け
て
の
調
査
か
。

　

�　
倒
木
の
物
損
事
故
を
受

け
て
の
調
査
で
あ
る
。

　

�　
ど
の
よ
う
な
調
査
か
。

　

�　
直
径
15
セ
ン
チ
以
上
の

樹
木
約
１
８
０
本
を
対
象

に
、
樹
木
医
に
よ
る
診
断

調
査
を
行
う
予
定
。
１
本

問答問答

　

�　
Ｇ
Ｈ
の
入
所
状
況
は
。

　

�　
認
知
症
対
応
型
の
Ｇ
Ｈ
。

定
員
18
名
で
現
在
満
室
。

　

�　
改
修
の
内
容
は
。

　

�　
非
常
用
自
家
発
電
設
備

の
整
備
で
、
発
災
か
ら
３

日
間
の
電
源
確
保
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

問答問答

　

�　
職
員
の
職
種
は
。

　

�　
小
学
校
で
は
、
講
師
、

指
導
協
力
員
、
教
育
支
援

員
、
司
書
、
技
能
労
務

員
。
中
学
校
で
は
、
心
の

教
育
相
談
員
、
指
導
協
力

員
、
教
育
支
援
員
、
司
書
、

技
能
労
務
員
。
幼
稚
園
で

は
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
、
教
育
支
援
員
。

　

�　
そ
の
背
景
事
情
は
。

　

�　
小
学
校
は
講
師
１
名
の

不
足
が
大
き
い
。
ま
た
、

小
中
共
に
人
数
は
確
保
で

き
た
も
の
の
「
扶
養
の
範

囲
」
等
の
希
望
に
よ
り
必

要
時
間
数
を
満
た
す
任
用

が
で
き
な
か
っ
た
。
幼
稚

園
は
、
大
磯
幼
稚
園
で
任

用
予
定
だ
っ
た
保
育
士
・

幼
稚
園
教
諭
１
名
分
及
び

支
援
員
１
名
分
の
応
募
が

問答問答

　

�　
現
代
の
住
宅
は
窓
が
二

重
三
重
の
仕
様
だ
が
き
ち

ん
と
聞
こ
え
る
の
か
。

　

�　
今
回
設
置
す
る
ス
ピ
ー

カ
ー
は
、
今
年
９
月
に
テ

ス
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

問
題
は
な
か
っ
た
。
災
害

時
の
暴
風
雨
等
で
聞
こ
え

問答

ず
つ
診
断
選
別
、
ナ
ン
バ

リ
ン
グ
、
診
断
台
帳
作
成

と
い
う
手
順
で
行
う
。
樹

勢
や
枝
の
枯
れ
状
況
等
を

十
分
調
査
し
、
早
急
な
対

応
が
必
要
か
ど
う
か
検
証

し
て
い
く
考
え
。
年
度
内

に
完
結
さ
せ
た
い
。

　

�　
当
該
施
設
は
川
の
近
く

で
浸
水
の
心
配
も
あ
る

が
。

　

�　
災
害
状
況
に
応
じ
て
、

避
難
す
る
か
留
ま
る
か
、

事
業
者
が
し
っ
か
り
判
断

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問答

な
か
っ
た
。
た
か
と
り
幼

稚
園
は
支
援
が
必
要
な
園

児
が
見
込
み
よ
り
少
な

か
っ
た
た
め
支
援
員
を
採

用
し
な
か
っ
た
。

　

�　
学
校
現
場
か
ら
の
声
は

あ
っ
た
か
。

　

�　
教
諭
の
補
助
が
ほ
し
い

と
い
う
声
は
あ
る
が
、
た

と
え
ば
１
時
間
だ
け
と

い
っ
た
働
き
方
は
難
し
い
。

子
ど
も
た
ち
に
影
響
が
出

な
い
よ
う
な
形
で
運
営
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
状

況
。

　

�　
幼
稚
園
現
場
に
不
足
が

生
じ
な
け
れ
ば
よ
い
が
。

　

�　
正
規
職
員
が
カ
バ
ー
す

る
こ
と
で
負
担
や
時
間
外

手
当
が
発
生
し
て
い
る
。

し
っ
か
り
と
人
材
確
保
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問答問答

づ
ら
い
こ
と
は
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
現
段
階
で

最
も
高
性
能
な
も
の
を
予

定
し
て
い
る
。

増増増

公
園
運
営
事
務
事
業

�

１
５
３
万
円

増増増

老
人
福
祉
施
設
整
備
事
業

�

７
７
３
万
円

減減

学
校
運
営
事
業

　

【
小
学
校
費
】�

△
１
８
５
９
万
円

　

【
中
学
校
費
】�

△
３
８
６
万
円

幼
稚
園
運
営
事
業�

△
４
０
０
万
円

増増増

　
　

�
防
災
行
政
無
線
更
新
事
業

　
　

�
限
度
額�

４
億
８
７
０
０
万
円

債務負担
行為

債務負担
行為



第221号　2025/1
8おおいそ議会だより

補
正
予
算

陳
情
・
意
見
書

議
会
活
動

一
般
質
問

賛
否
結
果

議
会
報
告
会

議
案
審
議

議 案 第第
6868
号号

議 案 第第
7171
号号

〜

給
与
に
か
か
る
４
議
案

　

一
括
審
議�

全
会
一
致
で
可
決

第第
6868
号
　
大
磯
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

号
　
大
磯
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
人
事
院
の
給
与
改
定
勧
告
を
基
に
、
大
磯
町
職
員
の
給
料
月
額
並
び
に
期
末
手
当
及
び
勤
勉

手
当
の
支
給
月
数
の
引
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
地
域
手
当
の
支
給
割
合
、
扶
養
手
当
の
支
給
金

額
及
び
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
の
支
給
要
件
を
見
直
す
も
の
で
あ
る
。

（
給
与
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
。
た
だ
し
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は

現
行
規
定
を
適
用
。
期
末
勤
勉
手
当
は
公
布
日
か
ら
施
行
。
地
域
手
当
・
扶
養
手
当
管
理
職
員

特
別
勤
務
手
当
は
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。）

第第
6969
号
　
号
　��

大
磯
町
立
幼
稚
園
の
教
育
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

大
磯
町
立
幼
稚
園
の
教
育
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

を
改
正
す
る
条
例

　
人
事
院
の
給
与
改
定
勧
告
を
基
に
、
大
磯
町
立
幼
稚
園
の
教
育
職
員
の
給
料
月
額
の
引
き
上

げ
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

（
給
与
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
）

第第
7070
号
　
号
　��

大
磯
町
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一

大
磯
町
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

部
を
改
正
す
る
条
例

　
人
事
院
の
給
与
改
定
勧
告
を
基
に
、
特
定
任
期
付
職
員
の
給
料
月
額
及
び
期
末
手
当
支
給
月

数
の
引
き
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
令
和
７
年
度
以
降
の
支
給
か
ら
業
績
手
当
を
廃
止
し
、
勤
勉

手
当
の
支
給
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

第第
7171
号
　
号
　��

大
磯
町
職
員
の
給
与
の
控
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

大
磯
町
職
員
の
給
与
の
控
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

る
条
例

　
職
員
の
給
与
か
ら
控
除
で
き
る
種
別
と
し
て
共
済
組
合
の
貸
付
金
へ
の
償
還
金
等
を
位
置
付

け
る
も
の
で
あ
る
。（
公
布
日
か
ら
施
行
）

　

�　
人
事
院
勧
告
が
2.76
％
、

大
磯
町
は
4.4
％
増
だ
が
、

上
乗
せ
し
た
の
か
。

　

�　
昨
年
度
、
町
独
自
で

１
％
上
乗
せ
し
た
が
、
今

回
の
給
料
表
は
人
事
院
勧

告
と
全
く
同
じ
。
大
磯
町

は
若
い
職
員
が
多
い
関
係

で
改
定
幅
が
大
き
い
。

　

�　
各
種
手
当
の
支
給
割
合

が
６
％
か
ら
12
％
に
大
幅

増
加
し
た
が
、
予
算
額
は
。

　

�　
地
域
手
当
改
定
分
で
約

７
３
０
０
万
円
。

　

�　
配
偶
者
の
扶
養
手
当
の

見
直
し
で
、
影
響
あ
る
人

数
は
。

　

�　
支
給
対
象
者
は
47
名
。

　

�　
子
ど
も
の
扶
養
手
当
で
、�

１
万
円
が
１
万
１
５
０
０

円
は
一
人
当
た
り
か
。

　
�　

一
人
当
た
り
１
万
１
５

０
０
円
。

　
�　

高
卒
者
・
大
卒
者
の
初

任
給
引
上
げ
率
は
。

　

�　
高
卒
者
で
12.4
％
、
大
卒

者
が
11.9
％
の
増
加
。

　

�　
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の

現
状
は
。

　

�　
公
表
数
値
は
96.1
％
で
、

問答問答問答問答問答問答

令
和
４
年
度
は
33
市
町
村

中
28
位
だ
っ
た
が
、
今
回

は
真
ん
中
く
ら
い
に
な
る

か
と
思
う
。

　

�　
予
定
通
り
に
な
る
か
。

　

�　
今
回
の
人
事
院
勧
告
で

他
市
町
村
も
対
応
す
る
の

で
、
若
干
下
の
位
置
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

�　
4.4
％
の
増
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
平
均
給
与
で
の

金
額
は
。

　

�　
年
間
給
与
で
６
３
１
万

２
０
０
０
円
が
６
６
０
万

５
０
０
０
円
で
29
万
３
０

０
０
円
の
増
。
平
均
年
齢

差
も
あ
る
が
、
県
が
６
６

３
万
９
０
０
０
円
、
国
が

６
９
１
万
５
０
０
０
円
。

　

�　

途
中
退
職
者
の
理
由�

は
。

　

�　
給
与
の
差
（
地
域
手
当

の
差
）
で
移
動
し
た
方
も

い
る
。
今
回
12
％
と
大
幅

増
だ
が
、
16
％
の
自
治
体

も
あ
る
。

　

�　
改
正
に
よ
る
給
与
本
体

と
手
当
の
金
額
増
の
内
訳

は
。

　
�　

給
与
が
４
７
０
０
万
円
、

問答問答問答問答

手
当
が
３
３
０
０
万
円
の

合
計
８
０
０
０
万
円
。

　

�　
扶
養
家
族
対
象
者
が
47

名
い
る
、
７
０
０
０
円
減

額
は
知
ら
せ
た
か
。

　

�　
８
月
８
日
の
人
事
院
勧

告
が
出
た
時
に
メ
ー
ル
で

知
ら
せ
た
。

　

�　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
は
。

　

�　
今
年
度
、
時
給
プ
ラ
ス

２
円
か
ら
44
円
増
額
。
来

年
度
以
降
は
、
見
直
し
時

に
増
額
。

問答問答

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

と
は
？

　
国
家
公
務
員
の
給
料
月

額
を
１
０
０
と
し
た
場
合

の
給
料
月
額
の
割
合
。

人
事
院
勧
告
と
は
？

　
公
務
員
と
民
間
企
業
の

従
業
員
の
給
与
水
準
を
均

衡
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

人
事
院
が
国
会
と
内
閣
に

必
要
な
見
直
し
を
求
め
る

制
度
。
原
則
毎
年
実
施
。
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損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

�

全
会
一
致
で
可
決

議 案 第第
7878
号号

教
育
委
員
会
委
員
の

　

任
命
に
つ
い
て

�

全
会
一
致
で
可
決

　
町
が
管
理
す
る
高
麗
山
緑

地
内
の
樹
木
１
本
が
個
人
所

有
の
居
住
用
家
屋
に
向
か
っ

て
倒
れ
、
枝
の
一
部
に
よ
り

当
該
家
屋
の
屋
根
が
破
損
し

た
。
当
該
事
故
に
係
る
相
手

方
へ
の
損
害
賠
償
金
と
し
て
、

居
住
用
家
屋
の
修
繕
費
用
相

当
額
を
町
が
負
担
す
る
も
の

で
す
。

　
末
續
慎
吾
氏
の
任
期
満
了
（
令
和
７
年
２
月
16
日
）
に
伴
い
、

新
た
に
令
和
７
年
２
月
17
日
か
ら
令
和
11
年
２
月
16
日
ま
で
を

任
期
と
す
る
も
の
で
、
委
員
と
し
て
、
櫻
田
京
子
氏
を
任
命
す

る
も
の
で
す
。

　

�　
修
繕
は
い
つ
完
了
し
た

の
か
。

　

�　
令
和
６
年
11
月
14
日
に

完
了
し
た
。

　

�　
修
繕
後
に
何
か
発
生
し

た
場
合
、
担
保
期
間
は
あ

る
の
か
。

　

�　
今
回
の
修
繕
で
賠
償
は

全
て
終
了
す
る
内
容
の
示

談
書
と
な
っ
て
い
る
。
も

し
万
一
不
測
の
事
態
が
生

じ
た
場
合
、
十
分
状
況
を

確
認
し
た
中
で
対
応
を
検

討
す
る
。

　

�　
倒
木
し
た
周
辺
の
樹
木

の
安
全
確
認
は
。

　

�　
事
故
発
生
し
た
と
き
に

目
視
点
検
し
た
中
で
、
倒

木
の
恐
れ
の
あ
る
樹
木
に

つ
い
て
は
対
応
し
た
。
ま

た
周
辺
樹
木
約
１
８
０
本

の
健
全
度
調
査
を
し
た
中

で
、
さ
ら
な
る
危
険
な
樹

木
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
。

問答問答問答

倒
木
に
よ
る
損
害
事
故

�

令
和
６
年
７
月
９
日

損
害
額

�

４
９
７
万
２
３
５
２
円

　

�　
倒
木
の
原
因
は
。

　

�　
樹
木
の
重
量
を
支
え
る

だ
け
の
根
が
少
な
か
っ
た

こ
と
、
根
が
腐
っ
て
い
た

こ
と
が
主
な
原
因
で
あ
る
。

　

�　
損
害
賠
償
額
の
積
算
根

拠
は
。

　

�　
修
繕
内
容
は
屋
根
の
補

修
、
修
繕
、
防
水
工
事
な

ど
で
あ
る
。
修
繕
に
当

た
っ
て
は
所
有
者
が
依
頼

し
た
業
者
が
出
し
た
見
積

書
を
保
険
会
社
の
鑑
定
士

が
被
害
状
況
を
確
認
し
、

妥
当
で
あ
る
と
認
定
し
た

も
の
で
あ
る
。

問答問答

　

�　
教
育
委
員
と
し
て
選
ん

だ
理
由
は
。

　

�　
大
磯
在
住
で
英
語
教
育

に
実
績
が
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
。

問答

　

�　
ご
本
人
の
抱
負
等
は
。

　

�　
正
式
に
コ
メ
ン
ト
を
頂

い
て
な
い
が
、
幼
稚
園
か

ら
の
英
語
教
育
が
大
事
で
、

小
さ
い
頃
か
ら
の
英
語
教

育
を
充
実
さ
せ
た
い
と
の

こ
と
。

問答

教
育
委
員
会
委
員

櫻さ
く
ら

田だ

京き
ょ
う

子こ

　
氏

 

（
63
歳
・
大
磯
町
大
磯
）

人
事
案
件

議 案 第第
7272
号号

倒木の状況
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第221号　2025/1
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みなさんの陳情はこうなりました。
番
号 件　名 提出者 要　旨 付託

委員会 委員会の意見・結果

第
10
号

安全・安心の医療・介
護実現のため人員増と
処遇改善を求める陳情

神奈川県医療労働
組合連合会
執行委員長
古岡孝広

平常時から、必要な人員体制の確保を国の
責任で行い、対策の必要となる公立・公的
病院や保健所の拡充などの機能強化を強く
求める意見書の提出を求める。

― 机上配布

第
11
号

政府の責任で医療・介
護施設への支援を拡充
しすべてのケア労働者
の賃上げや人員増を求
める陳情

神奈川県医療労働
組合連合会
執行委員長
古岡孝広

ケア労働者が差別なく処遇改善につながる
施策を、再度実行性を伴う形で実施すべき。
医療・介護施設への経済的援助の拡充も必
要。診療報酬・介護報酬・障害福祉報酬の
抜本的な引き上げと同時に、患者・利用者
負担軽減策を求める意見書の提出を求める。

― 机上配布

第
12
号

介護保険制度の抜本改
善、介護従事者の処遇
改善を求める陳情

神奈川県医療労働
組合連合会
執行委員長
古岡孝広

訪問介護の報酬が引き下げられ、小規模の
訪問介護事業所が廃業に追い込まれる事態
が生じている。社会保障費の増、介護保険
国庫負担引き上げ、制度の抜本改善、介護
従事者の大幅な処遇改善と増員を求める意
見書の提出を求める。

福祉
文教

少子高齢化や独居の増加を
考えたとき、社会保障費を
増やしていくことは必要で
ある。現場の声として上
がってきている要望を議会
として伝えていくべき。

採択（賛成多数）

第
13
号

臓器移植に関わる不正
取引、非人道性が疑わ
れる国への渡航移植等
を防止するための法整
備等を求める意見書提
出の陳情

一般社団法人
中国における
臓器移植を考える会
代表　丸山治章

国際社会と足並みを揃え、臓器移植に関す
る不正な臓器取引、移植目的の渡航等を防
止するための法整備と適切な臓器移植が行
われる必要性について啓発を求める意見書
を国へ提出することについて求める。

― 机上配布

第
14
号

国に私学助成の拡充を
求める意見書の提出を
求める陳情

神奈川私学助成を
すすめる会
代表　長谷川正利

国に対し、地方自治法第99条に基づき「公
私の学費格差をさらに改善しすべての子ど
もたちに学ぶ権利を保障するため、私学助
成の一層の増額を要望する」意見書の提出
を求める。

福祉
文教

全ての子どもたちの学ぶ権
利を保障するため、それぞ
れに合った場所で学ぶこと
ができる選択肢として私立
高校は必要と考える。

採択（賛成多数）

第
15
号

神奈川県に私学助成の
拡充を求める意見書の
提出を求める陳情

神奈川私学助成を
すすめる会
代表　長谷川正利

県に対し、地方自治法第99条に基づき「令
和7年度予算において私学助成の拡充を求
める」意見書の提出を求める。

福祉
文教

県であれ、国であれ、自治
体であれ応援していかない
と子どもがますます少なく
なると心配している。

採択（賛成多数）

第
16
号

女性差別撤廃条約選択
議定書の批准を求める
意見書の提出を求める
陳情

女性差別撤廃条約
実現アクション
神奈川
代表　湯山薫

女性差別撤廃条約の履行状況を審査する女
性差別撤廃委員会は2024年10月29日、日本
の女性政策について「最終見解」を示した。
国に女性差別撤廃条約選択議定書の早期批
准を求める意見書の提出を求める。

― 机上配布

※机上配布：議会運営委員会での協議の結果、審査除外と決定し、所管の常任委員会へ付託しないとしたもの。
どなたでも陳情書や請願書（議員の紹介が必要）を議会に提出することができます。詳しくは議会事務局にお問合せください。

意見書案が賛成少数で否決されました。� 清田�文雄議員ほか4名から提出

介護保険制度の改善、
介護従事者の処遇
改善を求める意見書

国に私学助成の
拡充を求める意見書

神奈川県に私学助成の
拡充を求める意見書

意見書案第第
33
号号

全文はこちら

意見書案第第
44
号号

全文はこちら

意見書案第第
55
号号

全文はこちら
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閉会中の調査報告
　12月定例会の閉会中の所管事務の調査として、総務建設
常任委員会、福祉文教常任委員会それぞれにおいて調査を
行いました。

総
務
建
設
常
任
委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会

「
台
風

「
台
風
1010
号
時
の
情
報
提
供
は
適
切
だ
っ
た
か
」

号
時
の
情
報
提
供
は
適
切
だ
っ
た
か
」

　
令
和
６
年
８
月
29
日
～
９
月
１
日
、
大
雨
を
も
た
ら
し
た
台

風
10
号
へ
の
対
応
を
検
証
し
、
今
後
に
生
か
す
た
め
、
11
月
８

日
に
常
任
委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
「
学
校
教
育
施
設
の
整
備
」

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
「
学
校
教
育
施
設
の
整
備
」

　
令
和
５
年
12
月
議
会
定
例
会
補
正
予
算
案
に
お
い
て
、
大
磯
中
学
校
建
替
え
事
業
に
伴
う
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
業
務
委
託
を
計
上
し
、
大
磯
中
学
校
を
更
地
に
し
て
一
体
的
に
整
備
す
る
と
い
う
提
案
が

あ
り
、
議
会
は
こ
の
予
算
を
否
決
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
目
的
は
、
来
年
度
予
算
編
成
を
に
ら
み
、
そ
の
後
の
公
共
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
く
学
校

教
育
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
ま
た
自
校
方
式
に
決
定
し
て
い
る
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
町
の
考
え
、

進
捗
状
況
に
つ
い
て
調
査
す
る
も
の
で
、
11
月
18
日
に
委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。

ね
て
ほ
し
い
。
特
に
富
士
見

地
区
は
土
砂
崩
れ
が
起
き
や

す
い
地
域
で
あ
る
。

○�

民
地
の
被
害
に
つ
い
て
、
町

も
で
き
る
だ
け
支
援
を
。

○�

雨
が
強
い
時
に
防
災
行
政
無

線
が
聞
き
取
り
に
く
い
の
で
、

早
く
対
策
を
。

○�
避
難
が
必
要
な
方
が
安
全
に

避
難
す
る
た
め
の
伝
達
方
法

を
し
っ
か
り
構
築
し
て
ほ
し

い
。

○�

避
難
指
示
が
あ
り
土
砂
崩
れ

が
起
き
た
地
区
だ
が
、
混
乱

の
無
い
情
報
提
供
を
。

○�

情
報
提
供
を
町
民
全
体
に
く

ま
な
く
行
き
届
く
よ
う
に
工

夫
を
重
ね
て
ほ
し
い
。

　
担
当
者
か
ら
、
意
見
を
生
か

し
て
い
く
旨
、
答
弁
が
あ
っ
た
。

全
般
状
況
に
つ
い
て

全
般
状
況
に
つ
い
て

①�

警
報
・
注
意
報
の
発
表
状
況

②
全
体
降
雨
量
（
438.5
㎜
）

③�

被
害
の
状
況
（
人
的
被
害
な

し
・
床
上
浸
水
４
件
・
床
下

浸
水
４
件
・
土
砂
崩
れ
13
件

（
※
民
地
含
ま
ず
）
・
停
電

約
55
件
）

④�

災
害
対
策
に
係
る
時
系
列
の

事
項
（
町
民
へ
の
配
信
状

況
・
避
難
所
開
設
関
連
な

ど
）

　
こ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
質

疑
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
意
見

委
員
会
の
意
見

○�

自
主
防
災
は
機
能
し
て
訓
練

の
結
果
が
出
た
と
思
う
が
、

さ
ら
に
問
題
点
を
抽
出
し
て

課
題
に
入
れ
対
策
を
。

○�

Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
の
対
応
を
迅
速

に
で
き
る
よ
う
対
策
を
。

○�

あ
ら
ゆ
る
状
況
を
想
定
し
対

応
す
る
た
め
に
、
議
論
を
重

調
査
の
経
緯

調
査
の
経
緯

　
昨
年
の
町
の
提
案
に
つ
い
て
、

議
会
は
「
あ
ま
り
に
も
唐
突
で

あ
り
説
明
不
足
」
と
し
て
全
会

一
致
で
反
対
し
予
算
案
か
ら
削

除
し
ま
し
た
。
福
祉
文
教
常
任

委
員
会
と
し
て
は
校
舎
建
替
え

を
含
め
た
学
校
教
育
施
設
整

備
・
改
修
は
早
急
に
す
べ
き
と

考
え
、
町
の
考
え
を
聞
い
た
。

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
�　

否
決
さ
れ
た
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
業
務
の
方
向
性
は
、
現

時
点
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　

�　
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、

ど
う
い
っ
た
建
替
え
、
長
寿

命
化
計
画
が
で
き
る
の
か
、

イ
メ
ー
ジ
し
た
委
託
で
あ
っ

た
が
現
時
点
で
は
大
磯
中
学

校
の
建
替
え
が
い
つ
で
き
る

問答

の
か
見
通
し
が
つ
か
な
い
の

で
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務

委
託
の
部
分
も
休
止
し
て
い

る
状
況
。

　

�　
一
般
質
問
の
な
か
で
も
学

校
給
食
の
こ
と
に
つ
い
て
、

給
食
セ
ン
タ
ー
も
検
討
し
て

い
る
が
の
ご
と
く
答
弁
を
さ

れ
た
が
。

　

�　
こ
れ
か
ら
校
舎
を
壊
す
の

な
ら
、
親
子
方
式
、
自
校
方

式
も
含
め
い
ろ
い
ろ
な
プ
ラ

ン
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
て

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
い

ろ
い
ろ
な
方
式
を
前
に
進
め

る
た
め
に
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
答
弁
し
た
。

　

�　
議
会
に
否
決
さ
れ
た
か
ら

止
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
議
論

し
、
何
か
意
見
は
出
た
の
か
。

問答問

　

�　
議
会
に
否
決
さ
れ
た
か
ら

止
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

基
本
構
想
は
否
決
さ
れ
た
が
、

長
寿
命
化
に
変
更
は
な
い
。

こ
の
構
想
・
計
画
に
つ
い
て
、

常
に
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
る
。

委
員
会
の
ま
と
め

委
員
会
の
ま
と
め

　
調
査
で
は
、
町
が
ど
の
よ
う

に
検
討
し
て
い
る
の
か
内
容
が

見
え
な
か
っ
た
。
更
に
一
般
質

問
や
町
と
の
意
見
交
換
を
し
な

が
ら
調
査
を
し
て
い
き
た
い
。

答
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議員視察

総
務
建
設
常
任
委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会��

1010
／
９
～

／
９
～
1010

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

先
進
自
治
体
へ

先
進
自
治
体
へ

議運小委員会

よ
り
よ
い
議
会
を
目
指
し
て

よ
り
よ
い
議
会
を
目
指
し
て

３
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
が

３
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
が

議
会
改
革
へ
向
け
稼
働
中

議
会
改
革
へ
向
け
稼
働
中

千
葉
県
匝
瑳
市

千
葉
県
匝
瑳
市　　
広
大
な
農

地
を
も
つ
同
市
で
は
ソ
ー

ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
、
メ
タ
ン

ガ
ス
軽
減
対
策
等
の
事
業
を

展
開
。
人
口
３
万
人
、
大
磯

町
と
同
規
模
で
す
が
、
熱
意

あ
る
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

と
共
に
着
実
に
事
業
を
進
め

る
行
政
の
意
気
込
み
を
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
小
学
校
区
で

進
め
ら
れ
て
い
る
地
域
計
画

は
良
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
に
も
つ
な
が
り
そ
う
で
す
。

埼
玉
県
所
沢
市

埼
玉
県
所
沢
市　
令
和
５
年

４
月
施
行
の
「
脱
炭
素
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
条
例
」

は
、
市
、
事
業
者
、
市
民
が

そ
れ
ぞ
れ
取
組
む
べ
き
責
務

を
規
定
し
、
実
施
計
画
と
な

る
「
ま
ち
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン

推
進
計
画
」
は
、
無
作
為
抽

出
で
選
ば
れ
た
50
名
に
よ
る

「
市
民
会
議
」
の
結
果
が
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
二

〇
五
〇
年
ま
で
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ

て
お
り
、
参
考
に
な
り
ま
す
。

神奈川県町村議会議長会神奈川県町村議会議長会
自治功労者表彰式・町村議会議員研修会自治功労者表彰式・町村議会議員研修会

11月19日、大井町で開催された自治功労者表彰式・町村議会議員研修会に議員14名で参加してきました。11月19日、大井町で開催された自治功労者表彰式・町村議会議員研修会に議員14名で参加してきました。

　自治功労者表彰式では、11年以上議員を務められた10名の方が表彰され
ました（※大磯町に該当議員はおりません）。
　議員研修会では、愛知県常滑市副市長の山田朝夫氏より「流しの公務員
『共創』の流儀」と題して、「市民会議」という市民と行政の共創のあり
方についてお話をお聞きしました。
　市民とともに取り組んだ「ゴミ減量対策」「市民病院立直し」「市庁舎
建替え」の話題に、多くの参加者が前のめりになって耳を傾けていました。
ここでの学びを今後の議会活動に生かしていきたいと思います。町政を左右する重大案件、議会内部で意見が割れ

ている／議会と民意がずれている場合等に市民会
議が有効だという。

　

令
和
５
年
12
月
よ
り
議
会
運
営
委
員
会
に
３
つ
の
チ
ー

ム
が
発
足
し
、
議
会
改
革
に
向
け
て
協
議
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
組
み

（
清
田
文
雄
、
鈴
木
た
ま
よ
、
お
か
み
ゆ
き
、
毛
利
泰
輔
）

１
．
情
報
共
有
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ワ
ー
ク
ス
の
導
入

２
．�

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
ほ
か
新
庁
舎
整
備
に
必
要
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

（
ア
）�

議
会
資
料
等
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

（
イ
）�

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
環
境
整
備

（
ウ
）��

本
会
議
の
公
開
方
法
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
ネ
ッ
ト
）

防 

災
　
災
害
時
に
お
け
る
議
会
対
応

（�

石
川
則
男
、
髙
橋
英
俊
、
竹
内
恵
美
子
、
玉
虫
志
保
実
、

橋
本
秀
彦
）

１
．
議
会
と
議
員
の
情
報
収
集
・
情
報
提
供
の
方
法

２
．
議
員
の
地
域
へ
の
支
援
方
法
（
担
当
地
域
・
方
法
等
）

３
．「
災
害
対
策
会
議
」
の
取
決
め

広
報
広
聴　

�

町
民
意
見
を
さ
ら
に
聞
く
た
め
の
取
組
み
／

議
会
報
告
会
の
あ
り
方
検
討

（
二
宮
加
寿
子
、
鈴
木
京
子
、
庄
子
幸
太
、
亀
倉
弘
美
）

１
．
親
し
み
や
す
い
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
策
定

２
．
議
会
か
ら
も
団
体
等
へ
出
向
く
ス
タ
イ
ル
も

３
．
身
近
な
課
題
や
町
の
施
策
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

試験運用開始
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一
般
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

広聴日　
　

時

日　
　

時　
令
和
６
年
11
月
６
日(

水)　
午
前
10
時
か
ら

場　
　

所

場　
　

所　
本
庁
舎
４
階 

第
１
委
員
会
室

申
請
団
体

申
請
団
体　
「
は
ぐ
の
会
」
代
表 

佐
藤
勝
栄
氏
ほ
か
１
名

開
催
趣
旨

開
催
趣
旨　

 

誰
で
も
わ
か
る
町
と
社
協
の
地
域
福
祉
活
動  

～「
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
」

と
「
通
い
の
場
」～  

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

所
管
委
員
会

所
管
委
員
会　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
（
議
長
含
め
8
名
参
加
）

一
般
会
議
と
は
?

　
町
民
の
方
と
議
員
が
、

町
政
に
関
す
る
こ
と
や
、
町

の
重
要
な
事
項
な
ど
に
つ
い

て
、
建
設
的
に
自
由
な
意
見

や
情
報
の
交
換
を
行
う
た
め

に
開
催
す
る
も
の
で
、
町
内

で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
な

ど
が
テ
ー
マ
を
定
め
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

趣
旨
説
明

趣
旨
説
明

　
以
前
よ
り
社
協
（
大
磯
町

社
会
福
祉
協
議
会
）
に
つ
い

て
は
問
題
が
い
ろ
い
ろ
あ

り
、「
は
ぐ
の
会
」
で
は
、

こ
の
町
の
「
町
と
社
協
の
意

思
疎
通
・
連
携
」
が
不
十
分

で
、
町
の
リ
ー
ド
が
足
り
な

い
と
感
じ
て
き
た
。

　
そ
こ
で
、
町
が
初
め
て
作

成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
「
地

域
福
祉
計
画
」
と
、
社
協
が

こ
れ
ま
で
作
成
し
て
き
た

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を

一
体
的
な
も
の
と
位
置
づ
け

「
策
定
委
員
会
」
を
一
つ
に

し
て
進
め
て
い
く
べ
き
と
町

に
申
し
入
れ
て
き
た
。
こ
の

申
し
入
れ
に
対
し
池
田
町
長

は
「
了
」
と
の
意
向
を
示
し

た
が
、
昨
年
12
月
、
社
協
の

地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委

員
会
で
は
活
動
計
画（
素
案
）

が
示
さ
れ
た
だ
け
で
、
策
定

委
員
会
設
置
要
綱
に
は
、
作

業
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
と

書
い
て
い
た
が
、
町
が
作
業

委
員
会
に
加
わ
る
の
か
も

は
っ
き
り
せ
ず
、
こ
の
ま
ま

で
は
町
の「
地
域
福
祉
計
画
」

も
社
協
の「
福
祉
活
動
計
画
」

も
地
域
に
密
着
し
た
具
体
的

な
計
画
実
行
が
な
お
ざ
り
に

な
り
、
絵
に
描
い
た
餅
に
な

り
か
ね
な
い
と
思
い
会
議
を

申
し
入
れ
た
。

質
疑
応
答

質
疑
応
答

議
会　
活
動
計
画
と
福
祉
計

画
を
一
体
に
と
い
う
要
望
に

対
し
て
、
池
田
町
長
が
了
承

さ
れ
た
の
に
、
策
定
要
領
に

盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
の
か
。

は
ぐ　

町
の
説
明
で
は
、

計
画
作
成
が
県
内
で
一
番
遅

れ
て
い
る
か
ら
、
早
急
に
作

る
よ
う
国
や
県
の
指
導
も
あ

り
、
町
で
進
め
て
い
る
方
向

で
了
解
し
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
。

議
会　

確
か
に
社
協
と
町

が
一
諸
に
な
っ
て
や
る
べ
き

と
思
う
が
、
何
故
、
出
来
な

い
の
か
に
つ
い
て
の
感
想
は
。

は
ぐ　

今
の
大
磯
町
は
、

社
協
と
町
が
別
々
に
動
い
て

い
る
と
感
じ
る
。以
前
は
も
っ

と
地
域
に
根
差
し
た
活
動
が

出
来
て
い
た
と
思
う
が
、「
通

い
の
場
」
の
普
及
を
見
据
え

て
、
議
会
の
皆
さ
ん
に
も
一

緒
に
考
え
て
ほ
し
い
。

ま
と
め

ま
と
め

　

地
区
の
方
も
高
齢
化
し
て

自
治
会
、
民
生
委
員
の
な
り

手
不
足
、
子
ど
も
会
、
婦
人

会
も
解
散
等
、
各
地
区
で
も

非
常
に
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
。

こ
の
よ
う
な
危
機
感
を
持
っ

て
、
お
互
い
に
議
論
し
て
く

べ
き
と
思
う
。

当
日
の
進
行

当
日
の
進
行

出
席
者
の
自
己
紹
介

テ
ー
マ
の
趣
旨
説
明

質
疑
応
答

ま
と
め

会議の結果はどうなるの？会議の結果はどうなるの？
A 会議の記録は町議会ホーム
ページで公表されます。また、町
政に対する重要なものは、町長に
報告されることもあります。

どんなことを話し合うの？どんなことを話し合うの？
A 次のいずれかについてです。
1.�町政に関すること
2.�町議会に関すること
3.�町の重要な事項に関すること

どうすれば開催できるの？どうすれば開催できるの？
A 原則として、町内で活動し
ている団体などが、テーマを定
めて申込みを行い、必要と認め
たときに開催されます。

一般会議の疑問を
カイセツします！

※�団体や個人の要望を受けるための意見交換ではありません。

議会から誰が参加するの？議会から誰が参加するの？
A 申込みされたテーマから、
議会で出席者を協議して決めま
す。各委員会メンバーで対応す
ることが多いです。
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素
晴
ら
し
い
社
会
実
験

の
人
力
車
を
湘
南
乃
海
関
応

援
の
大
相
撲
観
戦
ツ
ア
ー
の

よ
う
に
、
町
の
観
光
ツ
ア
ー

に
組
み
込
ん
で
み
て
は
。

　
　
何
ら
か
の
形
で
乗
車
し

て
い
た
だ
き
体
験
を
得
る
の

は
貴
重
。
大
磯
ら
し
い
潤
い

づ
く
り
協
議
会
な
ど
で
協
議

を
行
う
。

〇
大
磯
式
部
活
動
に
つ
い
て

　
　
部
活
動
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
持
続
可
能
な
運
営

の
た
め
、
財
源
の
確
保
に
つ

い
て
は
町
費
だ
け
に
頼
ら
ず
、

各
種
補
助
金
や
企
業
と
の
連

携
に
よ
る
支
援
を
活
用
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
行
政
の
負
担
を
軽
減
し
、

問答問教
育
長

問

地
域
や
そ
の
他
の
主
体
を
巻

き
込
ん
だ
施
策
が
求
め
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
活
用
し
て
寄
附
を
募
る

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
核
と

な
る
の
が
民
間
企
業
な
の
か
、

も
し
く
は
個
人
な
の
か
、
大

磯
に
関
心
を
持
つ
方
、
大
磯

で
生
ま
れ
育
っ
た
方
、
ま
た

は
大
磯
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を

活
用
し
た
施
策
に
よ
っ
て
教

育
と
地
域
創
生
を
結
び
つ
け

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み

出
す
こ
と
が
重
要
だ
。

　
以
上
を
踏
ま
え
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
た
財
源
確

保
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
余

地
は
あ
る
の
か
。

　
　
十
分
に
あ
る
。
地
方
財

政
法
の
規
定
も
注
視
す
る
。

答

社会実験による
　　　　人力車観光ツアー

十分に協議を行う おか みゆきおか みゆき

町政のここが聞きたい町政のここが聞きたい
一 般 質 問

12月５日・６日に13人の議員から23問ありました。12月５日・６日に13人の議員から23問ありました。

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。質問と答弁の内容を要約してお知らせします。
詳細は会議録・ホームページ・DVD（図書館貸出）をご利用ください。詳細は会議録・ホームページ・DVD（図書館貸出）をご利用ください。

【文責は本人】【文責は本人】

農地法違反の問題は？

いじめ問題は？

人力車観光は？

中間支援団体の支援は？

議員のＳＮＳ投稿は？

デジタルメディアの活用は？

学校のトイレの洋式化は？グリーンインフラは？

雨水計画の今後は？消防団への寄附は？

産後ドゥーラとの連携は？

町内会の活性化は？

話題になった人力車
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町
内
会
（
自
治
会
）
の

活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
は
。

　
　
　
財
政
的
支
援
と
自
治

会
加
入
促
進
に
取
り
組
む
。

　
　
行
政
側
が
取
組
む
こ
と
、

自
治
会
側
へ
の
要
望
は
。

　
　
　
区
長
連
絡
協
議
会
の

自
主
性
尊
重
・
情
報
共
有
・

支
援
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
協
力
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
地
区
人
口
差
が
約
30
倍

あ
る
が
自
主
防
災
会
へ
の
交

付
金
３
万
３
５
０
０
円
の
活

動
内
容
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
危
機
管
理
課
管
轄
の
交

付
金
で
26
地
区
一
律
、
最
低

限
の
固
定
費
用
で
、
新
規
購

入
品
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
交
付
金
を
町
民
協
働
係

は
知
っ
て
い
る
か
。

問町
長

問町
長

問答問

　
　
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
。

　
　
区
長
連
絡
協
議
会
に
人

口
の
少
な
い
地
区
は
グ
ル
ー

プ
化
等
を
要
望
す
べ
き
で
は
。

　
　
各
地
区
の
自
主
性
を
尊

重
し
、
相
談
に
応
じ
て
対
応
。

〇
介
護
保
険
「
通
い
の
場
」

　
　
介
護
保
険
料
が
県
内
で

大
磯
町
が
最
低
の
理
由
は
。

　
　
令
和
５
年
以
前
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
が
少
な
い
為
。

　
　

１
件
当
た
り
、
４
万
８

０
０
０
円
の
交
付
金
だ
が
、

現
状
の
件
数
は
。

　
　
現
状
４
地
区
、
相
談
中

４
件
、
合
計
12
件
の
予
算
。

　
　
24
地
区
で
人
口
30
倍
・

活
動
数
で
差
が
有
る
が
、
不

公
平
で
は
。

　
　
各
地
区
一
件
を
目
指
す
。

答問答問答問答問答

行政と町内会（自治会）の
　　　　　　　　　在り方

力合わせる取組み重要

行政と町内会（自治会）

毛利 泰輔  毛利 泰輔  

　
　
自
然
環
境
が
有
す
る
多

様
な
機
能
を
活
用
し
た
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
取
組
み

を
国
も
推
進
し
て
い
る
。
自

然
豊
か
な
大
磯
で
も
町
民
レ

ベ
ル
で
で
き
る
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
を
呼
び
か
け
、
町
全

体
で
暮
ら
し
を
守
る
防
災
・

減
災
に
取
り
組
む
必
要
性
が

あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　
大
磯
町
は
町
域
の
約

65
％
を
丘
陵
地
帯
が
占
め
て

お
り
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境

を
有
し
て
い
る
。
古
く
か
ら

一
次
産
業
の
生
業
の
場
所
と

し
て
使
用
さ
れ
た
里
山
も
、

近
年
は
担
い
手
が
い
な
く
な

り
、
人
の
手
が
入
ら
な
く
な 

っ
た
こ
と
に
よ
り
荒
れ
た
森

林
、
農
地
が
増
加
し
て
い
る
。

問町
長

こ
う
し
た
状
況
か
ら
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
は
防

災
・
減
災
に
重
要
な
手
法
と

捉
え
て
い
る
が
、
町
民
レ
ベ

ル
の
取
組
み
が
大
き
な
役
割

を
担
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
町
民
が
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
へ
取
り
組
む
た
め
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、

令
和
３
年
度
か
ら
６
年
度
に

か
け
て
日
常
生
活
の
中
で
森

林
や
緑
地
の
環
境
改
善
の
仕

方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
講

習
会
を
開
催
し
て
き
た
。
今

後
も
個
人
の
日
常
の
中
で
の

実
践
や
地
域
活
動
に
お
け
る

主
体
的
な
取
組
み
を
促
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
事
前
復
興
計
画
に
つ
い
て

グリーンインフラ活用
　　　　　　　町の考えは

促進していきたい

雨水が浸透する農道

鈴木 たまよ鈴木 たまよ
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ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
更
新

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　
　
平
成
25
年
度
よ
り
Ｃ
Ｍ

Ｓ
を
導
入
、
全
職
員
が
更
新

で
き
る
。

　
　
ラ
イ
フ
シ
ー
ン
か
ら
探

す
と
、
テ
ー
マ
が
部
署
を
ま

た
が
っ
て
い
る
場
合
は
特
に

探
し
づ
ら
い
。
町
民
に
と
っ

て
使
い
勝
手
が
悪
い
と
い
う

問
題
は
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　
情
報
が
深
い
階
層
に
入

り
込
ん
で
し
ま
っ
て
お
り
、

改
善
の
余
地
が
あ
る
。
ユ
ー

ザ
ー
目
線
を
第
一
に
更
新
す

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
導

入
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
町
民
が
時
間
や
場
所
に

と
ら
わ
れ
ず
に
情
報
を
得
ら

問答問答問答

れ
る
こ
と
に
加
え
、
職
員
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。

た
だ
、
シ
ナ
リ
オ
構
築
に
時

間
と
労
力
を
要
す
る
の
で
、

ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
で
導
入

を
検
討
し
た
い
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
は
。

　
　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
を
用

い
た
情
報
・
魅
力
発
信
は
重

要
性
が
増
し
て
い
る
。
人
口

減
少
対
策
に
も
有
効
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
町
イ
ベ
ン
ト
や

四
季
折
々
の
風
景
な
ど
効
果

的
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
層

に
近
い
職
員
の
意
見
や
社
会

の
ト
レ
ン
ド
も
注
視
し
て
創

意
工
夫
し
て
い
く
。

問町
長

デジタルメディアの
　　　　　　　広報戦略は

トレンド注視創意工夫

大磯町のInstagramアカウント
＠oiso_town_official

亀倉 弘美亀倉 弘美

　
　
区
長
同
士
の
意
見
交
換

会
は
。

　
　
区
長
連
絡
協
議
会
の
定

例
会
で
、
年
６
回
。
年
１
回

の
意
見
交
換
会
や
研
修
会
を

年
８
回
程
度
開
催
。

　
　
自
治
会
へ
加
入
し
て
い

な
い
人
は
。

　
　
　
町
で
は
把
握
し
て
い

な
い
。

　
　
各
地
区
の
公
民
館
の
利

用
率
は
。

　
　
　
地
域
施
設
は
25
施
設

あ
る
。
全
施
設
平
均
１
４
４

日
利
用
。
利
用
率
は
39.3
％
。

　
　
各
地
区
の
運
営
費
、
活

動
費
は
十
分
か
。

　
　
　
各
地
区
の
交
通
安
全
、

防
犯
、
健
康
増
進
等
の
事
業

に
地
区
運
営
費
交
付
金
と
区

問答問町
長

問町
長

問町
長

長
皆
さ
ん
の
基
礎
的
な
活
動

支
援
の
た
め
の
地
区
活
動
費

交
付
金
が
あ
る
。
物
価
高
騰
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
し
て
の
経

費
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
運
営
費
や
活
動
費
の
在

り
方
は
協
議
、
意
見
交
換
中

で
あ
る
。

　
　
町
か
ら
、
各
区
長
へ
の

依
頼
項
目
が
45
項
目
あ
り
、

人
口
に
は
関
係
な
く
一
律
年

間
10
万
円
、
地
区
運
営
費
は

人
口
割
、
年
間
３
９
６
万
円
。

民
生
・
児
童
委
員
は
年
間
６

万
２
千
円
。
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
予
算
は
年
間
48

万
円
だ
が
。

　
　
地
区
区
長
の
交
付
金
は

平
成
23
年
か
ら
変
わ
っ
て
い

な
い
。

問答

町内会の区長へのサポートは

地区運営費を協議中

行政機能と町内会（自治会）

竹内 恵美子竹内 恵美子
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予
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情
・
意
見
書

議
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賛
否
結
果

議
会
報
告
会

一
般
質
問 　

　
国
府
本
郷
マ
リ
ア
道
沿

い
の
農
地
は
手
続
き
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
農
地
と
し
て

不
適
切
な
状
況
に
あ
る
の
で

は
。
農
地
を
守
る
方
策
は
。

　
　
　
町
の
農
業
委
員
会
が

農
地
法
第
３
条
の
許
可
を
出

し
、
農
地
転
用
の
第
５
条
に

お
い
て
は
農
業
委
員
会
の
意

見
を
受
け
、
神
奈
川
県
が
審

査
し
許
可
を
出
し
て
い
る
。

面
積
は
約
４
７
０
０
㎡
で
あ

る
。

　
問
題
は
、
今
年
６
月
に
許

可
以
外
の
と
こ
ろ
で
土
砂
が

埋
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
、
県
に
報
告
。
県
で
は

農
地
法
違
反
で
あ
る
こ
と
を

事
業
者
に
伝
え
た
が
、
再
三

の
是
正
指
導
に
従
わ
な
か
っ

問町
長

た
た
め
、
是
正
工
事
の
勧
告

を
行
っ
た
。

　
引
き
続
き
現
地
確
認
を
し
、

県
と
連
携
、
情
報
共
有
す
る
。

　
　
県
に
し
っ
か
り
対
応
し

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
わ
か
っ
た
。

　
土
壌
に
細
か
い
コ
ン
ク
リ 

ー
ト
片
が
あ
る
が
、
農
地
に

ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
は
。

　
　
第
三
種
建
設
発
生
土
で

あ
る
。
県
で
許
可
さ
れ
て
い

る
が
、
農
業
委
員
会
で
は
造

成
後
の
営
農
に
注
視
し
て
い

く
。

　
　
マ
リ
ア
道
の
部
分
に
土

が
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
町

の
認
識
は
。

　
　
　
憂
慮
し
て
い
る
。
法

的
措
置
を
取
る
決
意
で
臨
む
。

問答問町
長

国府本郷の農地造成
　　　　　　問題はないか

法的措置を取っていく

違法造成農地沿いのマリア道

鈴木 京子鈴木 京子

　
　
昨
年
４
月
に
発
生
し
た
、

大
磯
町
立
小
学
校
の
い
じ
め

重
大
事
態
に
つ
い
て
、
調
査

結
果
の
公
表
が
大
幅
に
遅
れ

て
い
る
、
町
の
対
応
に
問
題

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
。

　
　
　
被
害
児
童
保
護
者
の

要
望
に
丁
寧
に
答
え
な
が
ら

調
査
を
進
め
て
い
る
、
町
の

対
応
に
問
題
は
な
い
。

　
　

８
月
20
日
に
被
害
児
童

保
護
者
よ
り
送
付
さ
れ
た
書

面
を
読
ま
れ
た
か
。

　
　
　
読
ん
で
い
る
、
保
護

者
の
ご
要
望
に
お
応
え
す
る

た
め
、
い
じ
め
一
一
〇
番
、

こ
ど
も
を
い
じ
め
か
ら
守
る

条
例
策
定
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
　
要
望
以
前
に
当
時
の
学

問町
長

問町
長

問

校
現
場
、
教
育
委
員
会
の
不

適
切
な
対
応
、
現
職
町
議
の

忖
度
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
た

が
。

　
　
　
ご
要
望
の
中
に
あ
る

事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
第

三
者
委
員
会
で
調
査
ま
と
め

て
い
る
の
で
現
時
点
の
答
弁

は
差
し
控
え
る
。

　
　
書
面
の
中
で
、
現
職
町

議
が
、
現
在
も
公
職
中
の
加

害
児
童
保
護
者
に
忖
度
す
る

よ
う
な
発
言
・
行
動
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
は
。

　
　
　
第
三
者
委
員
会
で
調

査
が
ま
と
ま
っ
て
か
ら
、
自

分
と
し
て
の
行
動
を
考
え
た

い
と
思
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
。

町
長

問町
長

いじめ重大事態の
　　　　　　　早期解決を

町の対応に問題はない

被害児童保護者からの要望書

清田 文雄清田 文雄
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議
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報
告
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一
般
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大
磯
町
立
の
小
中
学
校

ご
と
の
和
式
、
洋
式
ト
イ
レ

の
数
は
。

　
　
　
　
大
磯
小
学
校
は
和

式
が
14
個
、
洋
式
が
63
個
、

国
府
小
学
校
で
は
和
式
が
22

個
、
洋
式
が
42
個
、
大
磯
中

学
校
は
和
式
が
40
個
、
洋
式

が
34
個
、
国
府
中
学
校
は
和

式
が
12
個
、
洋
式
が
35
個
に

な
る
。

　
　
学
校
施
設
の
ト
イ
レ
の

現
状
に
つ
い
て
、
児
童
及
び

生
徒
の
声
は
町
に
届
い
て
い

る
か
。

　
　
児
童
や
生
徒
か
ら
直
接

伺
っ
て
い
な
い
。
保
護
者
の

方
な
ど
か
ら
は
、
改
修
を
求

め
る
要
望
等
が
届
い
て
い
る

学
校
も
あ
る
。

問教
育
長

問答

　
　
児
童
生
徒
の
声
を
聞
く

機
会
は
あ
る
か
。

　
　
児
童
生
徒
の
声
と
い
う

の
は
非
常
に
重
要
だ
と
考
え

る
。
今
後
は
十
分
に
聞
い
て

い
き
た
い
。

　
　
今
後
の
和
式
ト
イ
レ
の

存
続
に
つ
い
て
は
。

　
　
一
定
数
の
和
式
便
器
は

必
要
と
考
え
る
。

　
　
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

計
画
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
大
磯
中
学
校
は
建

替
え
や
長
寿
命
化
改
修
と
併

せ
て
実
施
す
る
考
え
に
あ
る
。

ま
た
、
大
磯
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
全
面
的
な
改
修
に
向

け
、
令
和
７
年
度
以
降
に
進

め
て
い
く
。

問答問答問教
育
長

学校トイレの
　　　　洋式化計画は

来年度以降に進める 橋本 秀彦橋本 秀彦

　
　
大
磯
町
立
の
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
の
保
護
者
で
あ

る
議
員
が
、
一
保
護
者
と
し

て
町
立
の
小
中
学
校
の
授
業

の
補
助
、
お
手
伝
い
に
入
り
、

そ
の
授
業
風
景
や
学
校
の
敷

地
内
の
様
子
を
撮
影
し
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
て
い
る
こ
と

を
教
育
長
は
ご
存
知
か
。

　
　
　
　
承
知
し
て
い
な
い
。

　
　
こ
の
議
員
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

投
稿
の
際
に
、
「
♯
（
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
）
大
磯
町
議
会
議

員
」
と
い
う
の
を
つ
け
て
い

る
点
に
お
い
て
、
授
業
の
手

伝
い
を
す
る
こ
と
を
自
身
の

政
治
活
動
に
利
用
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
点

に
つ
い
て
の
教
育
委
員
会
の

見
解
を
伺
う
。

問教
育
長

問

　
　
　
　
そ
の
前
に
、
議
員

が
許
可
な
し
に
学
校
の
教
育

現
場
に
入
っ
て
、
許
可
な
し

に
撮
影
を
す
る
こ
と
は
適
当

で
な
い
と
私
は
思
う
。

　
　
議
員
の
行
動
に
つ
い
て

は
議
会
内
で
検
討
す
べ
き
と

思
う
が
、
教
育
現
場
に
政
治

が
持
ち
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、

議
員
等
の
政
治
活
動
に
利
用

さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
を
払 

っ
て
欲
し
い
。
ま
た
、
忖
度

な
く
、
全
て
の
議
員
に
公
平

な
対
応
を
教
育
委
員
会
も
町

も
お
願
い
し
た
い
と
思
う
。

　
　
状
況
が
把
握
で
き
て
い

な
い
の
で
、
状
況
を
確
認
し

て
か
ら
お
答
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。

教
育
長

問答

授業風景を撮影し
　　　　　投稿しているが

無許可で撮影は不適当

町から議員玉虫に郵送された文書

玉虫 志保実玉虫 志保実
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報
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会
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被
害
者
の
指
摘
で
謝
罪

を
し
た
り
確
認
の
も
れ
が
あ 

っ
た
り
等
が
続
い
て
い
る
状

況
を
承
知
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
何
か
い
ろ
い
ろ
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
が
、
な
る
べ

く
状
況
は
教
育
委
員
会
か
ら

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
随
時
し
て
い

る
。
忖
度
の
根
拠
は
。

　
　
忖
度
の
疑
い
で
あ
る
。

被
害
児
童
の
保
護
者
も
含
め

て
、
我
々
は
様
々
な
資
料
を

持
っ
て
い
る
。

　
　
　
名
誉
毀
損
と
刑
法
で

定
め
ら
れ
て
い
る
。
疑
い
が

あ
れ
ば
、
そ
の
疑
い
の
根
拠

を
示
し
て
ほ
し
い
。

　
　
た
だ
い
じ
め
条
例
を
作

れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
。
今

回
の
問
題
に
つ
い
て
結
論
を

問町
長

問町
長

問

出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
議
員
の
考
え
と
は
異

な
る
。
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
は
よ
い
と
い
う
判
断
。

　
　
再
度
資
料
が
違
っ
て
い

る
。
新
た
な
事
実
が
出
た
場

合
に
は
ど
の
よ
う
に
責
任
を

取
る
つ
も
り
か
。

　
　
　
　
私
自
身
の
任
期
に

も
限
り
が
あ
る
。
出
来
る
こ

と
の
全
て
で
責
任
を
取
り
た

い
と
思
う
。

〇
雨
水
計
画
に
つ
い
て

　
　
雨
水
計
画
の
現
状
と
今

後
の
対
策
は
。

　
　
施
設
整
備
に
加
え
、
内

水
浸
水
想
定
区
域
図
の
作
成

等
、
新
た
な
対
策
に
も
取
組

み
、
道
路
冠
水
の
軽
減
と
町

民
の
安
全
安
心
を
目
指
す
。

町
長

問教
育
長

問答

忖度の疑いである
忖度の根拠とは？

大磯町立小学校

髙橋 英俊髙橋 英俊

　
　
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画

な
ど
、
土
地
利
用
の
制
限
が

与
え
る
転
入
者
へ
の
影
響
は
。

　
　
　
住
み
た
い
、
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
実
現
の
た

め
、
規
制
型
か
ら
活
用
型
へ

の
意
識
転
換
や
社
会
情
勢
へ

の
適
用
力
が
重
要
と
な
る
。

　
　
総
合
計
画
に
お
け
る
土

地
利
用
を
踏
ま
え
評
価
は
。

　
　
　
地
域
特
性
を
活
か
し

た
土
地
利
用
の
推
進
を
図
る

た
め
、
富
士
見
地
区
や
西
小

磯
地
区
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い

る
地
区
計
画
へ
の
ご
相
談
に

対
応
・
検
討
し
て
い
る
。

　
　
地
区
計
画
は
法
定
計
画

な
の
で
、
規
制
の
中
で
地
区

の
要
望
と
す
り
合
わ
せ
丁
寧

な
議
論
を
お
願
い
し
た
い
。

問町
長

問町
長

問

そ
れ
と
は
別
に
、
行
政
主
導

で
は
な
い
中
間
支
援
団
体
が

あ
る
と
、
存
続
に
課
題
を
持

つ
地
区
グ
ル
ー
プ
に
は
あ
り

が
た
い
と
考
え
る
が
支
援
の

可
能
性
は
あ
る
か
。

　
　
中
間
支
援
団
体
が
立
ち

あ
が
り
、
行
政
が
行
う
べ
き

こ
と
の
一
端
を
担
っ
て
い
た

だ
け
る
な
ら
、
町
と
し
て
も

連
携
や
支
援
の
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
官
民
の
動
き
に
学

を
取
入
れ
て
は
。
大
磯
を
フ 

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
研
究
し

て
い
る
大
学
も
あ
り
、
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
し
て
は
。

　
　
国
で
も
事
例
の
紹
介
な

ど
あ
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
か
研
究
し
た
い
。

答問答

中間支援団体を
　　　　検討する可能性は

連携や支援の必要ある

規制型から活用型へのまちづくり

庄子 幸太庄子 幸太
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産
前
産
後
の
支
援
は
。

　
　
　
産
後
ケ
ア
は
、
平
成

30
年
度
か
ら
実
施
。

　
　
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
の
取
組
は
。

　
　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
国
立
生
育
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
が
作
成
し
た
健
康
チ 

ェ
ッ
ク
の
た
め
プ
レ
コ
ン
チ 

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
や
県
の
プ
レ

コ
ン
ケ
ア
相
談
事
業
の
周
知

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

高
校
生
や
大
学
生
な
ど
若
い

世
代
に
向
け
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
配
布
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
、

周
知
啓
発
活
動
に
取
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　
令
和
４
年
度
の
児
童
福

祉
法
改
正
の
中
で
、
子
育
て

世
帯
訪
問
支
援
事
業
が
事
業

問町
長

問答問

化
さ
れ
、
訪
問
支
援
の
モ
デ

ル
事
業
と
な
っ
た
産
後
ド
ゥ 

ー
ラ
と
の
連
携
の
考
え
は
。

　
　
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
は
平
塚

市
と
茅
ヶ
崎
市
で
産
前
産
後

へ
ル
パ
ー
事
業
の
委
託
先
と

し
て
お
り
、
町
も
産
後
ド
ゥ 

ー
ラ
も
含
め
支
援
の
充
実
を

進
め
て
い
き
た
い
。

〇
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
学
童
保
育
）
を
は
じ
め
と

す
る
居
場
所
作
り
に
つ
い
て

安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
を

確
保
し
て
欲
し
い
が
如
何
か
。

　
　
現
在
、
策
定
作
業
を
進

め
て
い
る
大
磯
町
こ
ど
も
計

画
、
学
童
保
育
を
含
む
放
課

後
児
童
対
策
の
充
実
を
位
置

づ
け
る
方
向
で
進
め
る
。

答問答

産後ドゥーラとの
　　　　　　連携の考えは

支援の充実を進める

産後ドゥーラの必要性
出典：一般社団法人産後ドゥーラ協会HP

二宮 加寿子二宮 加寿子

　
　
令
和
３
年
４
月
、
今
ま

で
ず
っ
と
ト
ラ
ブ
ル
の
あ
っ

た
児
童
と
同
じ
ク
ラ
ス
に
な 

っ
た
途
端
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

た
。
そ
れ
が
組
織
的
対
応
か
。

　
　
　
　
教
育
委
員
会
で
は

当
時
の
校
長
か
ら
組
織
的
な

対
応
を
取
っ
て
い
た
と
聞
い

て
い
る
。

　
　
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
て

１
か
月
も
経
た
な
い
う
ち
に

ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
と
い

う
こ
と
は
、
情
報
が
共
有
化

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
か
。

　
　
情
報
は
し
っ
か
り
引
き

継
い
だ
中
で
学
校
そ
れ
ぞ
れ

取
り
組
ん
で
い
る
と
思
う
。

　
　
被
害
児
童
は
暴
力
を
受

け
て
学
校
に
行
く
の
が
怖
い

問教
育
長

問答問

と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
と
担

任
が
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
が
。

　
　
結
果
的
に
は
引
継
ぎ
の

情
報
共
有
が
足
り
な
か
っ
た
。

　
　
被
害
児
童
は
謝
っ
て
ほ

し
い
の
で
は
な
く
も
う
二
度

と
い
じ
め
を
し
な
い
と
約
束

し
て
く
れ
れ
ば
大
磯
に
帰
り

た
い
。
そ
れ
す
ら
約
束
が
な

く
、
被
害
児
童
は
大
磯
町
立

中
学
校
に
は
行
け
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
二
度
と
そ
う
い
う

こ
と
が
な
い
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

〇
消
防
団
へ
の
寄
附
は

　
　
消
防
団
へ
寄
附
を
す
る

の
は
条
例
違
反
か
。

　
　
　
次
の
議
会
ま
で
に
町

役
場
の
中
で
調
査
を
し
て
考

え
方
を
ま
と
め
る
。

答問教
育
長

問町
長

学校は組織的な対応を
　　　　　　　していたか

組織的な対応していた

大磯町立小学校

石川 則男石川 則男
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賛
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議
案
番
号

� 議員名（議席順）

議　　案

二
宮
加
寿
子

橋
本
秀
彦

鈴
木
た
ま
よ

亀
倉
弘
美

玉
虫
志
保
実

竹
内
恵
美
子

鈴
木
京
子

石
川
則
男

清
田
文
雄

髙
橋
英
俊

毛
利
泰
輔

お
か
み
ゆ
き

庄
子
幸
太

吉
川
重
雄

結

果

掲
載
ペ
ー
ジ

61 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決

３

62 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決

63 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決

64 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ― 可�決

65 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決

66 大磯町部設置条例の一部を改正する条例 ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ― 否�決 ４

67
大磯町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に
関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決 ２

68
大磯町職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決

８

69
大磯町立幼稚園の教育職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決

70
大磯町一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決

71
大磯町職員の給与の控除に関する条例の一部を改
正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決

72 教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決 ９

73 令和６年度大磯町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決

６

・

７

74
令和６年度大磯町国民健康保険事業特別会計補正
予算（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決

75
令和６年度大磯町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決

76
令和６年度大磯町介護保険事業特別会計補正予算
（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決

77
令和６年度大磯町下水道事業会計補正予算（第１
号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決�

78 損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可�決 ９

意見書案
第 ３ 号

介護保険制度の改善、介護従事者の処遇改善を求
める意見書

● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ● ○ ― 否�決

10
意見書案
第 ４ 号

国に私学助成の拡充を求める意見書 ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ● ○ ― 否�決

意見書案
第 ５ 号

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書 ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ● ○ ― 否�決

○は賛成　　●は反対　　―は議長が賛否に加わっていない

議案に対する各議員の賛否結果一覧表
議案はこちら
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第221号　2025/1
22おおいそ議会だより

令和６年度　大磯町議会主催　「議会報告会」開催しました
ご参加とご意見をいただき、ありがとうございました！　　たくさんのご意見をいただきました！

これまでのご参加者アンケートから、フリートークの時間を増やしてほしいというご要望が多く寄せられ
たことから、今回はテーマを次の３グループに分け、時間を拡大して活発な意見交換を行いました。

第２部　テーマ別フリートーク第２部　テーマ別フリートーク

こんなご意見をいただきました。こんなご意見をいただきました。両会場（オンライン含む）からの一部抜粋両会場（オンライン含む）からの一部抜粋

・議会だよりの賛否結果はよく見る
・地域で陳情したいことがあると地元議員に相談する
・いかに意見を議会に届けてもらえるか、という視点で見ている
・自分から情報収集に行かないと難しいと感じる
・議会や政治に関心が持てないのは、自分には関係ないと思うから
・�ざっくばらんに話せる機会があればよいが、わからないままだと
「何やってるんだ」となってしまう
・私の町では議会主催の報告会はやっていないので羨ましい

・避難の際は個人情報の管理よりもご近所で助け合うのが望ましい
・三沢川や葛川の堤防高さや支流の考え方など氾濫への課題が多い
・６ｍの防潮堤が砂で埋まっているなど津波への不安を感じる
・防災面を考えると高層建築が建てられるよう見直してほしい
・台風10号災害で、雨だけでなく土砂災害危険情報がほしかった
・このところの災害で防災行政ナビの情報がありがたかった
・ボランティアセンターのような組織があるとよかった
・避難指示が出た場合を想定した福祉避難所は充実しているのか

・町民のための議会として、議員ともっと話したい
・条例を作るときには町民の意見をもっと取り入れるべき
・人口減少対策について、空き家の活用や移住対策が必要
・国府と大磯が合併して70周年の記念事業は行わないのか

　「町がこうなったらいい」とは思う
が、それをどうすればよいかわからな
い。議会に関心をもってもらうために
は、町の行事などで活動をアピールす
る、小学校に議会が出前授業を行う、
こども議会などをやってはどうか。
･･など、地域とのつながりや積極的な
情報発信を望む声が寄せられました。

　災害への備えは続けることが大事。
海岸や河川は国や県などが管理してい
ることから、議会から要望をしっかり
あげてほしい･･など、災害が身近に
なっているからこそ、防災計画や避難
訓練への率直な感想や地区ごとに異な
る河川・津波・土砂などへの対処の難
しさの声が寄せられました。

　子育て世代が増えているのか、減っ
ているのか数量的なデータで示してほ
しい･･など、情報が町に活かされるこ
とを望む声が寄せられました。

　このたび参加された町民の皆さまからお寄せいただいた
たくさんのご指摘を今後に活かしていきたいと思います。
誠にありがとうございました。
　当日ご協力いただいたアンケート結果も含めて、まとめ
たものを議会ホームページで公開しております。ぜひご覧
ください。

保健センターのようす保健センターのようす

B

C

伝わってますか？
議会のことA 聞かせてください！

防災のことB あなたにとっての「大磯町」とはC

A
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第221号　2025/1
23 おおいそ議会だより

令和６年度　大磯町議会主催　「議会報告会」開催しました
ご参加とご意見をいただき、ありがとうございました！　　たくさんのご意見をいただきました！

　�　税務課の徴収努力を評価した理由は。
　�　町から「納め忘れ」に対して声掛けを行うこ
とにより、支払った方が増え収納率があがりま
した。
　�　区長は多忙すぎる。なんでも区長に任せるの
ではなく、多方面の人材を活用し、分散化を図
るべき。
　�　各地区の負担や協力に見合う交付金の増額
を、議会として来年度予算に要望しました。
　�　人口減少対策と子どもや保護者の満足度向上
を、どのように評価しているか。
　�　公園遊具のリニューアル、小学校給食や所得
制限のない18歳までの医療費無償化などに対し
良かったという声を聞く一方で、子育て世代の
増加など数字として報告されるには至っていま
せん。

問
答

問

答

問

答

議会報告会とは議会報告会とは
　議会基本条例に基づき、議会報告会を開催しています。議会報告会

は、議会の説明責任を果たすため、議会の活動等を町民の皆様にご報告し、町
民の皆様からご意見をいただく場として開催するもので、いただいた意見・要
望・提言は、議会運営委員会や議員全員協議会等で協議し、町への申し送り、
議会でさらに調査・研究を行うなど、内容により政策提言につなげています。

　行政における当初予算と決算の比較では、一般会計における歳入歳出の差額約７億９千万円が次年度へ繰り
越すなど、良好な財政指標となったこと、各会計の決算に対する議員の賛否結果など概要を報告しました。
　さらに、特に関心の高かった事業として①こども医療費助成の拡充、②小学校給食の無償化、③横溝千
鶴子記念障害福祉センターの改修、④明治記念大磯邸園の整備状況、⑤公園リニューアル工事など、各事
業の執行状況について、続いて決算特別委員会の審査を通じて各委員が感じた課題や評価を
出し合う「ふりかえり」について、その後の討論や町への要望説明を行いました。

　令和６年度　第２回議会報告会を11月10日(日)保健センター２階研修室（オンライン併用）および11月12日
(火)国府支所２階会議室を会場に、両日とも18時～20時の夜開催として行いました。
　保健センターには12名、オンライン（Zoom）には２名、国府支所には16名の方にご参加いただきました。
　第１部では、９月定例会で審査された令和5年度決算および主な事業の執行状況について報告をしたのち、
第２部では、3グループ（＋Zoom）に分かれてテーマ別フリートークを行いましたので一部をご紹介いた
します。

第１部　令和５年度決算報告第１部　令和５年度決算報告

こんなご意見をいただきました。こんなご意見をいただきました。
保健センター会場保健センター会場 国府支所会場国府支所会場

第２回

　�　新庁舎はいつ実現するのか。
　�　現在、設計施工を一括発注する業者を募集し
ているところで、移転完了は令和10年度の予定
です。
　�　ふるさと納税についての状況は。
　�　令和5年度は790件で約3,800万円の寄付があ
り、令和４年度からは約20％増となっていま
す。
　�　旧吉田茂邸の運営事業が年間1,000万円の赤
字と聞いたが状況は。
　�　収入が少ないため、人件費、光熱水費などの
維持管理費をまかなえていない。
　�　マイナンバー制度による町職員の業務負担
は。
　�　国事業に伴う交付の窓口対応を町で行うため
負担が大きいです。

問
答

問
答

問

答

問

答

国府支所のようす国府支所のようす

決算の詳細はぜひ前号をお読みください
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【
編
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】

【
編
集
後
記
】

10
月

　

２
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
９
日　
視
察
受
入
れ
（
岩
手
県
岩
手
地
区
議
会
議
長
会
）

　
９
日　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察
（
～
10
日
）

　
11
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会�

　
15
日　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

　
16
日　
議
会
運
営
委
員
会
／
議
員
全
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協
議
会

　
17
日　
視
察
受
入
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（
長
野
県
原
村
議
会
）

　
21
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
22
日　
視
察
受
入
れ
（
北
海
道
雨
竜
町
議
会
）

　
29
日　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

11
月

　
６
日　
一
般
会
議

　
８
日　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
／

　
　
　
　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会
／
議
員
全
員
協
議
会

　
10
日　
議
会
報
告
会

　
12
日　
議
会
報
告
会

　
13
日　
視
察
受
入
れ
（
兵
庫
県
稲
美
町
議
会
）

　
14
日　
視
察
受
入
れ
（
佐
賀
県
白
石
町
議
会
）

　
18
日　
議
会
運
営
委
員
会
／
議
員
全
員
協
議
会
／

　
　
　
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

　
19
日　
自
治
功
労
者
表
彰
式
・
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
22
日　
議
会
運
営
委
員
会
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
28
日　
12
月
定
例
会
（
議
案
審
議
等
）

12
月

　

２
日　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
５
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12
月
定
例
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（
一
般
質
問
）

　
６
日　
12
月
定
例
会
（
一
般
質
問
）

　
10
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議
員
全
員
協
議
会
／
議
会
運
営
委
員
会
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日　
12
月
定
例
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員
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等
）
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福
祉
文
教
常
任
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員
会
協
議
会

　
25
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議
会
の
う
ご
き

表
紙
の
写
真

２月12日(水)　議案上程等
　　21日(金)　総括質疑
　　25日(火)　一般質問
　　26日(水)　一般質問
3月17日(月)　委員長報告等

湘南ケーブルテレビ
地上デジタルSCN101
チャンネルにて放映

生放送　９時～
再放送　19時～

3月定例会

議会スナップ

議
会

だ
よ

り
発

行
／

大
磯

町
議

会
　

編
集

／
議

会
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よ
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編
集

委
員

会
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橋
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石
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則
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毛
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泰
輔

お
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ゆ
き

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】

副
議
長　
　
二
宮
加
寿
子

  
可
能
性
は
∞

無
限
大

　
表
紙
の
写
真
は
ど
ち
ら
も

大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
た
行
事
の
ひ
と
こ
ま

で
す
。
去
る
１
月
13
日
に
は
、

大
磯
で
育
っ
た
２
７
５
名
の

対
象
者
に
よ
る
「
新
成
人
記

念
の
つ
ど
い
」
を
開
催
。
旧

知
の
友
や
先
生
と
成
長
を
喜

び
合
う
光
景
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
昨
年
12
月
21
日
の
「
大

磯
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、

町
内
外
か
ら
約
５
０
０
名
が

参
加
し
、
国
際
的
な
視
野
を

育
て
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
体
験
、
ア

フ
リ
カ
ン
ダ
ン
ス
な
ど
の
企

画
を
町
内
団
体
や
こ
ど
も
が

協
力
す
る
形
式
で
開
催
さ
れ
、

会
場
は
笑
顔
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　
大
磯
町
で
育
っ
た
皆
さ
ん

の
可
能
性
は
無
限
大
で
す
。

今
後
の
ご
活
躍
と
、
い
つ
か

皆
さ
ん
が
こ
の
町
で
住
み

た
い
！
子
育
て
を
し
た
い
！

と
思
え
る
日
が
来
る
こ
と

を
願
っ
た
両
日
で
し
た
。

　
昨
年
は
多
く
の
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
一
年
で
し
た
。

　
大
磯
町
で
も
台
風
豪
雨
で

浸
水
や
土
砂
被
害
が
発
生
、

災
害
へ
の
備
え
の
重
要
度
は

年
々
増
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
が
安
全
で
平
穏
な
一

年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
が
、
水
と
食
料
に

加
え
、
ト
イ
レ
の
備
え
も
お

忘
れ
な
く
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

で
は
、
町
広
報
が
横
書
き
、

左
綴
じ
へ
と
変
更
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
次
年
度
へ
向
け

て
よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り
を

鋭
意
検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
楽
し
み
に
！

参加してきました！
　令和７年１月17日(金)に葉山町にある地球戦
略研究機関（IGES）で開催された「神奈川県
町村議会議長会なぎさブロック会議研修会」に
参加しました。

２月28日(金)
3月3日(月)
　　４日(火)
　　５日(水)

　予算特別委員会の詳細は、決まり次第、
議会ホームページでお知らせします。

予算特別委員会（予定）

定
例
会
テ
レ
ビ
中
継
が
開
会
か
ら
約
１
時
間
、
放
送
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
、
な
ら
び
に
一
般
質
問

の
様
子
を
視
聴
で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ま
に
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。


